
－ 198－

■講義内容■

　知的財産法ⅠおよびⅡを履修済みであることを前提として、特許法および著作権法にまつわる具体的な
事案をもとに、問題演習を行う。

■シラバス■

＜科目のねらい＞
　有名な判例の事案や、担当教員が実務で取り扱った事案などをヒントにした演習問題を出題する。毎回、
授業の 1 週間前までに、演習問題をＴＫＣにアップするので、受講生はあらかじめ答案を作成して授業に
臨むことが望ましい。
　この演習を通じて、知的財産関連紛争の捉え方、その考え方を習得することを目標とする。
＜科目の内容＞

特許法演習
著作権法演習

定期試験
＜教科書＞
末吉亙編著『実務知的財産法講義［全訂増補版］』（民事法研究会、2008年）
別冊ジュリスト『特許判例百選［第 3 版］』（有斐閣、2004年）
別冊ジュリスト『著作権判例百選［第 4 版］』（有斐閣、2009年）
＜参考書＞
渋谷達紀『知的財産法講義Ⅰ［第 2 版］』（有斐閣、2006年）
渋谷達紀『知的財産法講義Ⅱ［第 2 版］』（有斐閣、2007年）
高林龍『標準特許法〔第 3 版〕』（有斐閣、2008年）
高林龍『標準著作権法』（有斐閣、2010年）
中山信弘『特許法』（弘文堂、2010年）
中山信弘『著作権法』（有斐閣、2007年）
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知的財産法演習 江　森　史麻子 3 選 後期 2


